
「だ け」の導入 をめ ぐって

一 少量表現 として教 えたのはだれか?

山 本 忠 行

棲 旨】

「限定」の意味 を表す 「だけ」 は、英語のonlyと 同じような 「少量」

を表す機能があると誤解す る学習者がいるだけでな く、 日本語教師の中

にもそのように思い込んでいる人がいる。各種教材の比較の中か ら、 こ

れが 『日本語の基礎』か ら広 まった ものである可能性が高い とい うこと

が明らかになった。また、時間の少量表現指導には特に注意すべき点が

多いことも指摘 した。

【キーワー ド】 初級文型 ・少量表現 ・限定表現 ・時間の少量表現

1は じめ に

筆 者 は1996年 に 「なぜ 『だ け』 の習得 は難 しいのか」 と題 して拙論 を

発表 したが、再度 「だ け」 をめ ぐって論考 をま とめる ことに した理 由 は

とい うと、2006年 度 日本 語 教 育 学 会 春 季大 会(東 京 外 国 語大 学)に お い

て 、 思 い も よ らな い研 究発 表 を聞 いたか らで あ る。 それ は前原 ・小西 に

よる共 同研究で、 「日本語 にお ける 『少 なさ』 の表現 をめ ぐって 一 『数

量表現+だ け』 を中心 に」 とい う題 で、 「『だ け』は英語で言 うonlyやjust

の 意 味 と して 、 中で も 『数 量 表 現+だ け』(以 下 、 『Qだ け』 と略 記)』 は

『少 量 』 や 『短 期 間』 とい った何 らかの 『少な さ』 を表す表現 として導入

され るこ とが多い劃 とい うこ とを前提 に、少量表現指導の問題 点を論 じ
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たものである。

「だけ」は、従来の文型積み上げ式の指導では、限定表現であることを

大前提 として、 「少量表現」 と受け止め られないような配慮をするのが当

然のことと考 えていた筆者に とって、 こうした発表が行われ ることは、

大 きな衝撃であった。 「だけ」を 「少量表現」 として導入するのが一般的

だ という認識 はどこか ら生じたのか。 「限定表現」 として指導することは

戦前から自明のことと思われるのに、「日本語では対象の属性の少なさ(小

ささ)を 『だけ』で表す ことはできず、『Qだ け』は限定 された指示対象

を持っ必要があることが明 らか になった」な どと、あたか も新たな発見

であるかのごとき主張が現れたのは、なぜなのか。 どうして、 こうした

研究発表が 日本語教育学会の大会で正式 に採用 され、発表 され ることに

なったのか。

このような ことが起 こる背景 には、従来の文型積み上げ式の初級教育

への無理解や軽視があるか らではないか と考 え、「だけ」の指導について

歴史的考証 を加 えることに した。

本稿では、 「だけ」を少量表現 として導入することを意図 した初級教材

が本当にあるのか どうかをまず検証 し、過去の教材や参考書な どをもと

に、 「だけ」の指導の歴史的変遷 と問題点を明 らかにしたい。

2.「 少量表現」 とは

本論に入 る前に 「少量表現」 と 「限定表現」 との違いを明確 にしてお

きたい。 「だけ」にはさまざまな用法があるが、大 きく分けると①そこま

ではという程度(限 度)、 ②それ以外のものはない という限定、③種々の

慣用的用法を含む相応、の3種 類 になる。 このうち初級学習者で誤用が

目立つのが数量 とともに用い られ る 「限定」である。

た とえば次のような誤用が多い。
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「だ け」 の 導 入 を め ぐって

1)*こ れ は100円 だ けで す 。

2)*試 験 は10点 だ けで した。

3)*選 手 が10人 だ け い るので 、 サ ッカ ー の 試 合 に出 られ ない。

こうした誤用 は話者が もっ と大 きな数量 を予想 した り、期待 して いた と

きの発話 で あ り、適切 な表現 は次 の ようにな る。

r)た っ た100円 で す 。/100円 しか しませ ん 。

2う 試 験 は10点 しか とれ ませ ん で した 。

3う10人 しか い ない ので 、 サ ッカ ー の試 合 に出 られ ない。

こうした数量 の少 な さ(小 さ さ)を 述 べ る こ とを意 図 した もの を 「少量

表 現」 と呼 び、単 な る 「限定表現」 とは区別 す る。

一・方
、 ここで 「限定 表現 」 とす るもの は、 単 に範 囲 を限定 し、 これ以

上(以 外)で は な い とい う場 合 で あ る。 た とえば、 「(小遣 い をせ が む子

ど もに)あ と100円 だ けで す よ」、 「(合格 点 に)10点 だ け足 りなか った 」

とい う よ うな場合 は 「少量 表現」 とは見 な さない。

2.1「 だ け」 の 限 定 表現

倉 持(1969)に よ る と、 「だ け」 は江 戸 後 期 上 方語で限定 の意味で用 い

られ るようになったが、江 戸語で は程度 ・限度 ・相応 の用 法 は見 られ て

も、 限定 とは っき り言 え るよ うな例 は少 なか った とい う。近 藤(2007)

も 「限定 の用 法 を担 うよ うに な った」の は明治 の中頃以降だ といい、 『和

英 語林集成 』(1886)の 記 述 を見 て も 「だ け」 の項 の説 明 にonlyは 出て
1)

こない。 こう した こ とか ら、少 量表現 と取 り違 え られ るよ うな 「だ け」

の用 法 の歴史 はあ ま り長 くない ことがわか る。

現代 日本語で は 「だ け」 を用 いた表現 の中には0部 「少量 表 現 」 と類

似 した ものが あ る。 た とえば、 「来 たのは3人 だ けだ っ た」 「財 布 に残 っ

て い るのは100円 だ けだ」、 「取 れ る休 暇 はせ いぜ い2、3日 だ けだ 」 な
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どで ある。 それ に対 して 「3人 だ け来 た 」 「100円 だ け残 っ て い る」 は、

数 量 を限定 して い るにす ぎず、特 にそれが少 ない とい うこ とを強調 した

文 で はない。 したが って、大富豪 が10億 ドル の所 得 の うち、 「恵 まれ な

い子 どもたちのた めに1億 ドル だ け寄 付 しよ う」 と言 う こ とが で きる。

つ ま り、少量 を表 している と言 えるのは、 「～(の)はQだ けだ」 とい う

文 に 限 られ るの で ある。 これ は 「だ け」 が少量の意味 を持つ とい うよ り

も、文の焦点 を 「Qだ け」 に置 くこ とで 、 「これ 以 外 にない」 とい うこと

が強調 され、少量表 現のニ ュア ンスが 出て くるのだ と考 え られ る。

2.20nlyと 少 量 表 現

「だ け」 を教 え る上 で 問題 にな るの はonlyと の用 法 の ず れ で あ る。英

語 のonlyは 文 字 通 りoneか ら派 生 した 語 で あ り、他 を排 除 し限定 す る

意味があ る。ただ、 日本語 との大 きな違 いは"Youusetoemphasize

howsmallanamountisorhowshortalengthoftimeis."

(CollinsCobuildAdvancedLearnersEnglishPガc'∫oπ α刎,2003)、 っ

ま り数 量 の少 な さ(小 さ さ)や 時 間 の短 さ を 強調 す る機 能 を有す るこ と

で あ る。 こう した明確 な用 法 の違 いが あ るに もかかわ らず、多 くの教科

書、辞書、参考書 にはonlyが 「だ け」 の訳 語 と してつ け られ てい る。後

述す るよ うに、onlyと の違 い に配 慮 した り、詳 し く違 いを述べた もの も

あるが、多 くはonlyと 記 す の みで あ る。 も し、 「だ け」 をonlyと 同 じだ

と学 習 者 に認 識 させ る よ うな こ とが あれ ば、誤用 を誘 発す る ことにっ な

が るので、 こう した教材 や解説書 は改善 を図 る必要 が ある。

3.研 究 発 表 で示 され た 教 材例 に つ い て

前 原 ・小西(2006)が 示 した例 が 本 当 に 「少量 表 現 」 を意図 した もの

なのか を、 まず確認 してお きた い。
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「だ け」 の 導 入 を め ぐって

挙 げ られて い る例 は次 の よ うな もので あ る。

1)コ ー ヒー を1ぽ い だ け飲 み ま した 。(SFJLgDrillsSD3)

2)先 月何 日会 社 を休 み ま した か。4日 だ け休 み ま した。

(『みん な の 日本 語1』Lll練 習B)

3)私 は その 人 に1回 だ け会 っ た こ とが あ ります 。

(『げ ん き』L11表 現 ノー ト)

で は、 上 記3種 類 の 教 科書 の執 筆 者 は 「だ け」 を どう捉 えてい るのだ ろ

うか。1冊 ず つ検 討 して い こ う。

3.1SFJの 場 合

第1の 例 と して 挙 げ られ た の はSFJで あ る 。 そ こ に 示 さ れ た 例 文 や 練

習 問 題 は 次 の よ うの よ う な もの で あ る。

Situational・F`unctional/apaneseVolume2'Drills(1992,L9,P.7)

3.1)コ ー ヒ ー を 飲 み ま した 。 → コ ー ヒ ー だ け(を)飲 み ま した 。

2)コ ー ヒ ー を 一 ぽ い 飲 み ま した 。 → コ ー ヒー を 一 ぱ い だ け飲 み ま

した 。

1.ひ らが な を 習 い ま した 。

2.住 所 と名 前 を 書 い て くだ さ い 。

3.少 し水 を 飲 み ま した 。

4.こ の ア パ ー トに は 、 学 生 が 住 ん で い ま す 。

5.研 究 室 に は 先 生 が い ら っ し ゃ い ま す 。

6.一 週 間 入 院 し ま し た 。

7.ラ オ さ ん が ま だ 来 て い ませ ん 。

8.一 回 見 ま した 。

ド リル3で は 「Nだ け 」 の 例 「コ ー ヒー だ け飲 み ま した 」 に続 け て 、 「Q

だ け 」 の 例 「コ ー ヒ ー を 一 ぽ い だ け 飲 み ま し た 」 が 提 示 さ れ る。 だ が 、
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この文が 「それ以上飲 まなか った」 とい う限定 なのか、 「た くさん飲 みた

か ったけれ ども我慢 した」 とい う少量 なのか、 どち らを意図 したか は判

然 としない。 この導入で は、 「Qだ け」 の用 法 に制 約 が あ る こ とに学 習者

は気づかないで あろ う。 しか も、練習問題 には、 「少 し」やL回 」 が 出

て お り、 少 量 表 現 と学 習者 が受 け止 めて もやむを えな い と思 われ る。 こ

の ドリルに続 く練 習 は次の ような もので あ る。

4.1)Q:さ と う も ミル ク も入 れ るん で す か 。

A:い い え、 さ と うだ けで す。 ミル ク はいれ ませ ん。
ハ)～/VV＼

2)Q:土 曜 日に も 日曜 日に も出 か け るんですか。

A:い い え、 土 曜 日だ けで す。 日曜 口にはで か けませ ん。
～()～ 〆 へ!～(!

1.Q:日 本 入 の 学 生 も留 学 生 も来 るん で す か 。

2.Q:大 学 で も家 で も 日本 語 を話 す ん で す か 。

3.Q:頭 も お な か も痛 い ん で す か 。

4.Q:妹 さ ん も弟 さ ん も 東 京 に住 ん で い ら っ し ゃ る ん で す か 。

ド リル4は2つ の も の を 挙 げ て 、1つ に 限 定 す る練 習 で あ る。 こ こ に は

rQだ け 」 の 練 習 は な い が 、2つ の ド リル を総 合 的 に 見 る と、 「一 ぱ い だ

け 」 も限 定 表 現 と して 教 え よ う と した もの と見 る こ とが で き る 。

Drillsだ け で は 確 実 な 判 断 は 困 難 な の で 、 さ ら に別 冊 と して 出 て い る

Notesを 見 る と次 の よ う に あ る 。

SituationalFunctionalJapaneseTlolume2:Notes(1992,L9,p.29}

VH.～ だ け:only～

[N]だ けisusedtoindicatealimit(just,only):

1.シ ャ ツ だ け(を)ぬ ぎ ま した 。(1)tookoffjusttheshirt

(nomore).

2.切 手 は10ま い だ け 買 い ま した 。Asforstaynps,Iboughtjust

ten(nomore).
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「だ け」 の導 入 を め ぐっ て

3.山 田 さ ん だ け(が)欠 席 して い ま す 。0η 砂Yamada-sanZS

absent.

SFJのNotesを 見 る限 り、見 出 しに はonlyを 出 して は い るが、 解説 には

"t
oindicatealimit"と あ り、onlyと 同 じ と捉 え られ る こ とを避 け よ

う と しているようで ある。挙 げ られてい る例文 に出て くる数 も 「10ま い」

で あ り、 少量 とは言 えず、nomoreやlustに よって、 これ 以 上(以 外 に

な い)、 つ ま り 「限 定 」 で あ る こ とを示 して い る。

前原 ・小西 が も う1つ 少 量 表 現 の 例 と して 挙 げ て い るの が、13課 の

ConversationDrill(p.110)で あ る。

Al日 本 語 が お上 手 で す ね。(略)も うどの ぐ らいや っ て い るん で す

か。

B:そ うで す ね 。1か 月 ぐ らいで す が 。

A:1か 月 だ けで す か 。 す ごいで す ね 。

た しか に少量表現 の よ うに見 え るが、文脈か らす る と、 これ は 「*1か

月 だ け 日本 語 をや って い るん で すか」ではな く、 「日本語 をや ったのは1

か 月 だ け な ん で す か 」 とい う文 が も とにな ってい るので、文型 の違 いに

着 目す る必要が あ る。 これ をNotesで は ど う処 理 して い るのか と思 っ た

ら、 「しか」 を用 いた例が示 され ていた。(P.147)

Alど の くらい 日本 語 を勉 強 して い るんですか。

B:ま だ 、3か 月 しか勉 強 して い な いん で す。

この よ うにSFJは1)YZ〃SとNotesを 比 較 す る と、 や や 矛盾 が 見て 取 れ

る。Notesを 執 筆 した著者 とDrillsを 執 筆 した著者 の問 の調整 が うま くと

れなか ったのか、それ とも先 にDrillsを 書 き上 げ、Notesを 執 筆 す る段 階

にな っ て修正 した ので あろ うか。 「だ け」が限定表現で あるこ とを明確 に

した けれ ば、Notesの 記 述 の よ うにL9の ドリルで は 「少 し/1回/1杯 」

な どを避 けて他 の語 を用 い、Ll3で は少 量表 現 として 「しか」 を きちん と
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取 り上げるべ きであった

3.2『 み ん な の 日本 語 初 級1』 の 場 合

前 原 ・小 西(2006)は 「先 月何 日会社 を休 み ま した か 。」 「4日 だ け休

み ま した。」 をLI1の 練習 として挙 げて い るが、 これ は引用の間違いであっ

て、実際 は次 の よ うになって い る。

『みんなの 日本語初級1』(1998 ,P.92)

練 習B

6.例=先 月 会 社 を休 み ま した 。(4日)

→ 先 月 何 日会 社 を休 み ま したか 。

… …4日 休 み ま した 。

これ は少 量 表 現 の 練習ではな く、練習問題 には 「4年 、2週 間、8時 間 、

10分 だ け」 といっ た語 が示 され て お り、期間の長 さを述べ る練習である。

この中の最後 に 「10分 だ け」 が 入 って い るが 、 「だ け」 を取 り立てて少量

表現 の練習 をす るこ とが 目的で はない。

11課 冒頭 の導 入 用 例 文 に は次 の よ うな会話例 が示 されてい る。(P.88)

A:田 中 さん は どの くらい スペ イ ン語 を勉 強 しま したか。

B:…3か 月勉 強 しま した。

A:え っ 、3か 月 だ けで すか 。 上 手 で す ね 。

この例 は驚 きを伴 ってお り、少量表現 を意 図 した可能性 が高 い。 で は、

rみ ん な の 日本 語初 級1』 の も とに なっ て い る 噺 日本 語 の基礎1』 は ど

うな っ て い るか とい う と、 同 じ くll課 の例 文 に次 の よ うに あ る。

A:国 で どの くらい 日本 語 を勉 強 しま したか。

B:…3週 間 だ け勉 強 しま した。

だ が 、 こち らの例 には驚 きのニ ュアンスがな く、限定 に も少量 に も どち
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「だ け」 の導 入 を め ぐって

らに も とれ る。

ところが、奇妙 な こ とに、 この2冊 の教 科 書 の 参考 書 で は、様 相 が異

なる。 『新 日本語 の基礎1教 師 用 指 導 書 』(1992)は 「だ け 」を少 量 表 現

と して教 え る と明記 してい る。 これ に対 して、 『みんなの 日本語初級1教

え方 の 手 引 き』(2000)に は、 「少 量 表 現 」 と して 「だ け」 を導入す るこ

とが期待 されてい るのか と思 われたが、 「だ け」の指導 に関す る特別 の記

述 は全 くない。期間 の長 さを表 す表現の練 習 として、 「 時問、一 週

間、 か月、 年、～ ぐらい、 どの くらい、～だけ」な どの語彙 を使 っ

て練習す ることこ とになってい る。 「『～だけ』 『～ ぐらい』 は 『だ け1回 』

『ぐ らい3か 月』 とな らな い よ うに使 い方 の練 習をす る」 と形式 に関す る

説 明が付 されて い るのみであ る。

で は、 「しか」 との対比 はど うなって いるか を 『みんなの 日本語初級II

教 え方 の手 引 き』(2001)で 見 て み る と、 「『しか』 は、 常 に否定形 と呼応

し、 『それ以外 はない』 とい う限定の意味 を表 す。」(p.33)と 説 明 し、 留

意 点 と して 「『だ け』 との違 い を質問 され た場合 は、『しか』 はr～ ませ

ん』 の部 分 に 重点 が あ る こ とを例 で示 す。」 とし、次の会話例 を挙 げてい

る。

A:1,000円 貸 して い た だ け ませ んか 。

B:す み ませ ん 。500円 しか あ りませ ん。(500円 よ り多 くは な い こ

とに重 点)

「しか 」 の意 味 を 「限定 」 と し、 「500円 よ り多 くはな い こ とに重 点 」 とす

る この記述 か らは、 この教 科書 の執 筆者 が 「少量 表現」 と 「限定表 現」

を区別 す る必 要性 に気付 いてい ない ことが うかが われ る。
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3.3『 初 級 日 本 語 げ ん き1』 の 場 合

前 原 ・小 西(2006)は 次 の 「表 現 ノ ー ト」 の 一 部 を 引 用 し、 「『Qだ け 』

が も っ ぱ ら 『少 な さ』 の 表 現 で あ る か の よ う に 見 せ て い る 点 」 が 問 題 だ

と述 べ て い る。

『初 級 日本 語 げ ん き1』(1999
,p.217)

だ けimpliesthatyouhavesomethinguptotheamount

needed,butnotmorethanthat.

わ た し は そ の 人 に 一 回 だ け会 っ た こ とが あ りま す 。

一 つ だ け 質 問 が あ り ま す
。

三 十 分 だ け 寝 ま した 。

だ けsuggeststhatyoucanlivewiththatfew,thoughthe

numberadmittedlycouldhavebeenhigher.(中 略)し か,

whichmeans"oniy"inthesensethatyoudonothave

enoughof.

これ を 見 る と、 前 原 ・小 西 は 、 著 者 の 意 図 を正 確 に くみ 取 っ て い な い よ

うで あ る。 例 文 の 前 で はnotmorethanthat(そ れ 以 上 で は な い)と

し、 後 で はcanlivewiththatfew(そ れ で い い)と 述 べ 、 少 量 を 強 調
z)

した もの とはな って いない。 しか も 「しか」 と対 比 して お り、 限定で あ

るこ とを理解 させ よう とした もの と見 るべ きであ る。

この解説 がつ け られて い る、 も との会 話文 は次 の ような ものであ る。

第ll課 会 話(p.210)

メ ア リー:み ち こ さん の休 み は楽 しか った ですか。

み ち こ:ま あ まあ で した 。1日 だ け ドライ ブ に行 き ま した が 、毎

日アルバ イ トを して い ま した。

これ は 「毎 日」 と 「1日 」 を対 照 させ る こ とで 、 少 量 で はな く限定で あ

る ことを伝 え よう とした もの と考 え られ る。
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「だ け」 の導 入 を め ぐって

な お 、 『初 級 日本 語 げ ん き1』 で は 、 あ との 課 で 、 「も」 と 「しか 」 を

対 照 す る こ と に よ っ て 、 少 量 表 現 に は 「しか 」 を 使 う こ とを 学 ぼせ よ う

と して い る。

14課 会 話(p.29)

ジ ョ ン:ロ バ ー トさ ん は チ ョ コ レ ー トを10個 も も ら っ た ん で す よ。

た け し:ジ ョ ン さ ん は?

ジ ョ ン:ぼ くは 一 個 し か も らい ませ ん で し た 。 大 家 さ ん か ら。 さ び

し い な あ 。

これ に つ け られ た 文 法 解 説 は次 の よ う な もの で あ る。(PP.36-37)

Youcanaddもtothenumberword,whenyouwantto

cc,,

sayasmanyas.

私 の 母 は猫 を三 匹 も飼 って い ます 。

きの うのパ ーテ ィー には学 生が20人 も来 ま した。

Youcanaddし かtothenumberword,andturnthe

predicateintothenegativewhenyouwanttosay"asfew

as"or"only."

私 は 日本 語 の辞 書 を一冊 しか 持 って い ませ ん。

この会社 には コンピュー ターが二台 しか あ りませ ん。

上記の ような教材の構成や解説 を見 る限 り、『初級 日本語 げんき1』 は 「だ

け」 を学 習者 が 少 量 表 現 として理解 して しまうこ とを、避 けよ う として

いる ことが わか り、前原 ・小 西(2006)が 少 量 表 現 と して 導 入 す る例 と

して挙 げた のは不適切 であ る。

3.43種 の教材例 は少量表現 として導入 しているのか

これまで見てきたとお り、 この3種 の教科書のうち、『初級 日本語げん

き1』 は 「だけ」を限定表現 として導入 し、少量表現 としての導入を明
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らか に避 けよ う とした教材 で あ り、SFJは 解 説 と練 習問 題 の統 一 性 にや

や混 乱が見 られ るものの、Notesは 限定 表現 で あ る こ とを理 解 させ よ うと

してい る。

問題 として残 るのは 『みん なの 口本語初級1』 で あ る。 教 科書 自体 は、

あ え て限定だ とか少量だ とか に こだわって お らず、 「だ け」 を正 し く理 解

させ、使 えるよ うにす るための配慮 は感 じられな い。 どう して 『みん な

の 日本語初級1』 で は、 「だ け」 の扱 い が他 の教材 と異な るのか とい う問

題 は、第4節 で検 討 す る。

3.5挙 げ られ た誤 用 例 に つ いて

前 原 ・小 西(2006)は 教 材 例 に続 けて、 次 の誤 用 例 を挙 げて い る。

1)??私 の 娘 は3歳 だ けで す。

2)??こ の 携 帯 電 話 は100円 だ けで す 。

3)「 お 宅 は駅 か ら遠 い ん で す か 。」 「??い い え、5分 だ けで す 。」

前 原 ・小 西(2006)の 発 表 の ポ イ ン トとな っ て い るの が、教材例 と誤用

例 の許容度 の違 いであ る。 そ して、 それ を 「数量表 現の うち属性 を表 す

ばあいには、 いか にその数量 を 『少 ない(小 さい)』 と捉 え て も、 『Qだ

け』 の形 で は表 す こ とが で き ない」 と分析 してい る。 しか し、 この 「属

性」 とい う概念 をキー ワー ドとして、数量 を表 す もの と対比 させ て 「だ

け」 を使 った文 の正誤 を論 じよ うとした ものの、 「だ け」に少量表現 の機

能が あ る とい う前提 で論 じて い るために、 おか しな議 論 となって しまっ

てい る。

3')「 お宅 は駅 か ら遠 い んで すか。」 「いい え、バスに乗 ってい るの は

5分 だ け なん で す が 、 そ のバ ス の本 数が少 な くて ……」

3)の 誤 用 例 に手 を加 えた3冒)は 、 「属 性 で は な く、 乗 車 時 間 とい う数

量(時 間量)を 表 して い るた め 」 問題 な く許 容 され るのだ と説 明す るが、
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「だ け」 の導 入 を め ぐって

駅 か ら家 までの距離 が5分 で あ る こ とを述 べ れ ば 「属 性 」で、乗 ってい

るのが5分 で あ れ ば 「数量 」 だ とい うの は、納得 しがた い。 これ は構文
3)

的 な違 いで あ る。少量表現 「5分 しか か か りませ ん」 の代 用 と して 「5

分 だ けで す」 とい う こ とはで きないが、 「乗 ってい るのは…」 と分裂文 に

す ることで、2.1で 述べ た理 由か ら限定 表現 が使 え るようになるのである。

ただ し、 こうした表現 を初級前半段 階で扱 うには無理があ るので、 「だ け」

の指導 は 「これ以外 にない」 「これ以上ない」 とい う意味で あるこ とが明

白な もの に限定 して お き、段 階的 に行 ってい くのが望 ま しい。

前原 ・小西(2006)は 分 析 の ま とめ と して次 の よ うに述べ てい る。

・数量表現Qが 「属 性 」 を表 す場 合
、 その 「少な さ(小 ささ)」 を 「だ け」

で 表 す こ とは で き ない。

・「Qだ け」 が許 容 され るの は
、 それ が 「部分」 として限定 された指示 対

象 を持っ場 合 だ けであ る。

「属性」 に こだわってい るために
、複雑な記述 となってい るが、要す るに、

「Qだ け」 の機能 は 「限 定 」 に あ り
、 「少量」 を表 す こ とはで きない とい

うので あ る。 ここに挙 げ られ た誤用例 は、 も とも と少量表現 の機能 が な

い 「だ け」 を用 いて、少量表現 を しよ うとした こ とに よって生 じた誤用

とみれ ば、あ えて複 雑 な説明 は不要 であ る。

4.過 去 の参 考 書 や 教科 書 な ど に見 る 「だ け」 の扱い

4.1戦 前

まず 、戦 前 の 日本 語 教 育 で 「だ け」が どの ように扱 われて いたのか を

みてお きたい。昭和初期 に よ く使 われた教科書 の一つ であ る松本亀次 郎

の 『日本語教科 書』(1927,P.104)を み て み よ う。

第77課

1)唯 今 御 勤 めの庭 は、 この學 校 丈 で すか。
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2)此 の 頃 學 校 の授 業 は午 前 丈 で す か 。

3)あ の學 校 は、 設 備 は鯨 り善 くな いが、教員丈 は揃 って居 ます。

4)上 等 の紅 茶 を、一 圓 だ け 貢 っ て下 さい。

5)君 の ノー トを、今 日一 口だ け 貸 して くだ さい。

これ らの例 は明 らか に限定 表現 の もので あ る。松本 の教 科書 は難易度 に

関す る配慮 が乏 しく、同 じ課 に 「～だ けに」 「～だ け、 …だ」 な どさまざ

まな用法 も提 示 されて い るが、少量表現 と混 同す るよ うな ものは皆無 で

あ る。 なお、 「しか」は 「き り」 「か ぎ り」 とともに別 の課(p.130)に ま

とめ られ て い る。例 文 の い くつ か を次 に示す。

第91課

1)今 年 モ 、 年 ノ内ハ 、 モ ウ五 日シ カ ア リマセ ン。

2)コ ノ品 ハ 、 コ レ キ リデ 、 外 ニ ハ ゴザ イマセ ンカ。

3)サ ヨウ デ ス 。 唯今 其 レー一ツ シ カ ゴザ イマセ ン。

4)某 君 ハ 卒 業 シ テ 蹄 ッタ キ リ、 一 度 モ 手紙 ヲ ヨコシマセ ン

ガ、多分 達者 デ居 リマセ ウネ。

5)懸 賞 文 ノ締 切 リハ 、 本 月二 十 五 日限 リデス。

この ま とめ方 をみ ると、少量表現 と限定表現 を区別 す る意識 はあ ま りな

い よ うだが、 「五 日 しかない」 「一 つ しかない」 な どの例 を挙 げてい る と

ころをみ ると、 「だ け」の限定機能 との違 いは捉 えていたように思われ る。

青年文化協会が1942年 にまとめた 『日本語練習用 日本語基本文型』に

挙げられた例文 は次のようなものである。(P.177)

(一)① 二月だけは二十八 口です。

②犬だけは元気 よ く雪の上を走 り廻ってゐます。

③鈴の音が聞こえるだけで馬は見えません。

④明口は行かないか もしれませんが仕度だけはしておいて ください。
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「だ け」 の導 入 を め ぐっ て

⑤ その こ とを知 って ゐるのは私だ けで す。'

XX

⑥ そのバ ナナを一 圓だ け くだ さい。

⑦ 豆 を年 の藪だ け食 べ ま した。

これを見 る と、 「Qだ け」 は 「Nだ け」 と別 扱 い にな って い る上 、限度 ・

相応 の例 のみである。 このあ とは(二)が 「で き るだ け…」 「～ ば～ だ け」、

(三)「 ～ だ け あ って 」、項 を改 めて 「しか」 「き り」 な どが続 く。 この よ

うな構成 か らは 「だ け」 と 「しか」の違 い をあ る程度意識 した編集 が行

われてい ることが うかが われ る。

国際 文化振 興会 は1944年 に 『日本 語 基 本 語 彙 』 と 『日本 語表現文典』

を出版 して いる。 『日本語基本語彙』で は 「籔量や事物 を限定 す る意味 を

表 はす」 として、用法 を① 限定 、② 債格 に相 當、領値 に相慮 す る ことを

示 す、③ 限度、 の3点 を挙 げ、 『日本 語 表 現 文 典 』 は 「「大艘 二つの用 ひ
4)

方がある」 として、(A)そ れ と限 る意を表す、(B)限 度 を示す、(C)

事物 に相磨す る意味を表す、 としている。順番 に違いはあるが、内容に

は大 きな差はな く、少量表現 と取 り違えるような例は見 あた らない。

この うち 『日本語表現文典』では、(B)と(C)の 問に、 「数詞につ

けて、数量を限定するにも用 ひる」 として次のような例 を挙 げている点

が注目される。

今度の旅行には、少な くとも二百圓だけはかか りませ う。

家族 は親子三入だけです。

姉 は私よ り五つだけ年上です。

このようにわざわざ 「Qだ け」 を別項目として取 り立てたのは、教育経

験の積み重ねか ら重要性に気付いたのであろう。ただ残念なことに、 「し

か」の項 目では 「ここにはペ ンしかない」 を 「ここにあるのはペンだけ

だ」 とい う意味だ として、単に文末が肯定か否定か ということしか記述
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されてお らず、発話意図の違いや少量表現 としての用法 にまで掘 り下げ

ていない。

4.2戦 後

次 に戦 後 の教 科 書 に お け る 「だ け」 の扱 いをみて み よ う。

4.2.1長 沼 直兄 の場 合

まず 、1950年 発行 の長 沼 に よ る 『標 準 日本 語 読本巻一』 の第一部で は、

次 の ような例文 が使 われて い る。

1)は じめ は本 を使 わ な い で、 話 だ け を します。(L45,p.114)

2)ぼ っ ち ゃん とお じ ょ う さんが ひ と りずっ あ りま したが、 さ く年

ぼっち ゃん に死 なれ たので、今 で はお じ ょうさんが ひ とりだ け

です。(L49,p.127)

第45課 で は 「Nだ け」 で 限定 の 意 味 を導 入 し、 第49課 で 「Qだ け」 が

出て くる。2人 の うちの1人 が 亡 くな っ た とい う文 脈 な ので、少量 を表

す文 とは言 えない。 これが1988年 発行 の 『長 沼 現代 口本語 一 』 にな ると、

さらに工夫が見 られ る。(p.131)

A:白 くろ は あ い に く一 本 しか あ りませ ん。

B:そ うで す か 。 じゃ一 本 だ けで け っ こ うです。

これ は フィルム を2本 買 い求 め る場 面 で あ るが 、 少 量で あ るこ とを 「し

か」 で示 し、 それ以上 は不要で あ る とい う限定 の意味で 「だ け」 を用 い

てい る。 これだ け短 い会話で 的確 に 「だ け」 と 「しか」 の機能 の違 い を

理解 させ る例 文が 出て い る教材 は、 まれで あ る。
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「だ け」 の 導 入 を め ぐって

4.2.2『 日本 語 の基 礎 』 の場 合

次 に 『み ん なの 日本語』 の もとになって い る 『日本語 の基礎 』(1974)

が 「だ け」 を ど う扱 っ て い るか を見 てみ よう。

第9課 例 文(p.53)

あ なた は お金 が い くらあ ります か 。

-100円 だ け あ ります
。

同 じ課 の 練 習Bの7番 は次 の よ うな もの で あ る。(P.56)

例:お 金 が100円 あ ります 。

一 お 金 が100円 だ け あ ります
。

1)お 金 が 少 しあ ります 。-

2)日 本 語 を少 し勉強 します 。 一 一

3)日 本 語 を1時 間勉 強 します 。-

4)漢 字 が 少 しわ か ります 。

5)き ょ う会 社 を休 み ます 。 一

一見 して気付 く 『みんなの 口本語』 との違 い は
、 「だけ」 を入れ る練 習だ

とい うことで ある。つ ま り、 も ともと 『日本語の基礎』では第9課 で 「だ

け」 を導 入 し、 第II課 で 期 間 の長 さの表 現 を学 習 して いた のであ る。

ここに示 した例 文 と練 習、 さらに 『口本語 の基礎II』(1981)に も 「し

か」 が 出 て こない こ とか ら判断す る と、『日本語 の基礎 』の著者 は少量表

現 か限定表 現か を ほ とん ど意識 して お らず、 初級 で教 え るの は 「だ け」

で十分 と考 えた ようであ る。 「100円 だ け あ る」 は、 今 持 っ て い る金額 を

客観 的 に述べ た もの なのか、 それ とも本 当 は もっ と持 ってい る ことが望

まれ るの に、不足 して い る とい うこ とを言 いた いのか、 あい まい な文 で

あ る。練 習問題5つ の うち、3つ で 「少 し」 を使 って い るの で、 少量 の

つ も りなので あ ろ う。 しか し、 「1時 間 だ け勉 強 す る」 「き ょ うだ け会社

を休 む」 とい うの は、少量 とい うよ りも、 限定 のニ ュアンスのほ うが強

17



い。

『日本語 の基礎 』が大幅 に改訂 された 『新 日本語 の基礎1』(1990)で

は、 「だ け」 の初 出 は第11課 とな り、 『み ん なの 日本 語 』 と同 じよ うに期

間の長 さの練習 のみで、 「だ け」の扱 いは教師 に委 ね られ ている。 ところ

が、 それに もかか わ らず 、教 え方 を説 明 した 『教師用 指導書』(1992)に

は 「『数 量 の 少 な い』 場合 を主 に学 習す るが、 クラスに よって は 『限定 さ

れ る事物』 を示す場合 も学 習 して もよい」 とあ る。同様 に、有馬(1993,

p.304)に は 「数 の 少 な い こ とを強調 す る時 に使 う」 と少量表現であ るこ

とが明記 され、 以下 の記述 が あ る。

「小 さい数字 十だ け」

「す こ し+だ け」

わた しは こ どもが ひ と りだ けい ます。

わた しは まいばん30分 だ けべ ん き ょ う し ます 。

わた しは ごはん をす こしだ けたべ ま した。

〔注 意〕 「だ け」 は数 の後 に付 く。

〔練 習〕 例:1日 だ け勉 強 しま した 。

1週 間 、1時 間 、1か 月 、 少 し

さ らに少 量 表 現 を指 導 した あ とで、で きる学 生 には限定表現 も教 え る と

して、次 の例 が示 されて い る。

上 クラス 吉田先 生 は木曜 日だ け来 ます。(限 定)

イ ン ド人 は野 菜 だ け食 べ ます。

いずれにせ よ、 『新 日本語の基礎1』 で は、 すで に述 べ た よ うに 「だ け」

を挿入す る文型練 習はな くなってい るが、 この理 由は推測す る しかない。

も ともとL9に あ った 「だ け」 をLllに 移 動 したた め に練 習 を用 意 で きな
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「だ け」 の 導 入 を め ぐって

くな ったのか、 それ とも 『新 日本 語の基礎II』 のL27に 「しか 」 が 導入

され た とこ ろを見 る と、 「だ け」 をonlyと 同 じよ うに少 量 表 現 に用 い る

学 習者 の誤用 を増やす こ とにつなが るおそれが あ ると編 集者が気付 いて

あい まい な処理 を した のか も しれない。

4.2.31MJの 場合

文 型 積 み 上 げ を基 本 と しな が ら、 自然 な 口本 語の習得 を 目指 した教科

書 として定評のあるAnIntroductionto一 ルん4召7ηル ραηθs6(1977)で は、

どの よ うな文 で 導 入 して い るであ ろ うか。

LlgDialogue(p.222)

母:い も う とさん は?

ジ ョン ソ ン:い も う とは大 学 の寮 に は い っ て います。

母:そ うで す か 。

ジ ョン ソン:え え。で す か ら、 い ま、 うち に いるのは両親だ けです。

LlgExplanation(p.227※ 原 文 は ロー マ 字)

1)ほ か の ひ と も行 き ます か。

い い え、 わた しだ けです。

2)そ ん な に払 わ な くて もい い ん で す 。千 円だ け払 って くだ さい。

(同)

教 科 書 に は 「だ け」 の用 法 に関 す る詳 しい記述 はないのだが、 ここで注

目され るのは、Dialogueの 巾 の文 が 「～ の は、 …だ けだ」 の文型 となっ

てお り、誤用 にな りに くい文型で示 され てい る点であ る。 そ して、 その

訳 も"Somyparentslivealoneinourhouse."と な って お り、only

が使 われ て い な い。 また、Explanationに 示 され た例1で は、 「ほか の ひ

と も行 き ます か 」 とい う問いかけに 「(行くの は)わ た しだ けで す」 と限

定 的 に答 え、例2で は 「そん な に払 わ な くて もい い」 と明 らか に限定の
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表 現 とな っ て い る 。 解 説 に 示 され た1)、r2)の 訳 も そ れ ぞ れ"No,Just

me."と"Payjustl,000yen,please."と な っ て お り、 少 量 表 現 と誤

解 しな い よ う配 慮 され て い る。

4.2.4『 技 術 研 修 の た め の 日本 語 』 の 場 合

海 外 技 術 者 研 修 協 会 の 『日本 語 の 基 礎 』 を 取 り上 げ た の で 、 参 考 ま で

に 国 際 協 力 事 業 団 か ら 出 さ れ た 『技 術 研 修 の た め の 口本 語 』(1984)で は

ど うな っ て い るか を 、 み て お き た い 。

第11課(初 級1、p.145)

カ マ ラ:手 袋 も し な け れ ば な り ませ ん か 。

イ ン ス ト ラ ク タ ー:い い え 、 しな くて も い い で す 。 き ょ う は見 学 だ

け で す か ら。

第23課(初 級2、p.99)

マ リ ア:そ れ は ネ ー ム カ ー ドを 作 る た め に 使 い ま す 。

リー:20ま い しか あ りま せ ん よ 。

マ リ ア:え え 。 パ ー テ ィ ー に 来 る人 は15人 だ け で す か ら。

ま ず 、 上 記 の よ う にLl1で 「Nだ け」 を 導 入 し、L23で 「Qだ け」 が 出 て

く る。 そ の 際 、 「しか 」 と 「だ け」 を 次 の よ う に 対 比 させ て い る。 こ の よ

う に 明 確 な 形 で 示 さ れ れ ば 、 学 習 者 も用 法 の 違 い を 容 易 に 学 び 取 る こ と

が で き るで あ ろ う。 これ を補 強 す る よ うに、GYarnmatical、 ～rotes(1985),

も発 行 され て い る 。

GYammaticalNotes(p.120}

Thedifferencebetween"dake"and"shika"isthatthe

speakerfeelstheamountreferredtoisverysmallinthe

caseof"shika",whiie"dake'doesn'thavesuchaconnotation.

こ こ で は 明 確 に 少 量 表 現 は 「しか 」 を用 い る べ き で あ る こ とを 示 して い
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「だ け」 の 導 入 を め ぐっ て

る。 『日本語 の基礎』 と比べれ ば、大 幅な改 善で あ る。

4.3英 語 に よ る 解 説 の 進 歩

戦 後 し ば ら く勢 い を 失 っ て い た 日本 語 教 育 は1970年 代 ご ろ か ら徐 々 に

広 が りを 見 せ は じ め る が 、 ち ょ う ど そ の こ ろ 作 ら れ た 教 科 書Intensive

CouYSe∫%ル 加 π6sθE16卿 θη≠αη(1970)のNotesに は 、 す で に次 の よ

う な 記 述 が 見 られ る。

L8(p.ll6)(※ 下 線 は 筆 者)

・だ けmeans`only'or`just'andisusedtolimitthe

numberoramountoftheめ い し(noun)towhichiit

refers.

・Butし かismoreemphaticinthenegativesenseand

alsoimpliesthatthethingtowhichし かrefersisvery

smallinquantity.

す で に 英 語 に よ る解 説 文 に 明 確 に 「しか 」 が 少 量 表 現 、 「だ け 」 が 限 定 表

現 で あ る こ とが 述 べ られ て い る。

英 語 で 書 か れ た 文 法 書 と し て 評 価 の 高 いAlfonsoの ,japanese

LanguagePatterns.Vol.2(1980)に は次 の よ うな説 明 が な され て い る。

p.712

DAKEhasabasicmeaningof`EXACTAMOUNT'.Butit

isusedinfiveorsixslightlydifferenttypesof

expressions,sothattheforceofDAKEchangesjustabit

ineach.Thethreemostcommonofthesetypescould

beidentifiedbythethreeequivalents:`only';`all{there

is)';and`worth'.ItwouldbeamistaketoequateDAKE

wihttheEnglish`only'.Ratherthinkofitasmeanin`so
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muchANDNOMORE',or`PRECISELYsomuch'.

こ こで は英 語 のonlyと 同 じ意 味 だ と誤 解 す る こ と は、 誤 用 を生 む こ と に

つ な が る こ とが 、 は っ き り と述 べ ら れ 、 限 定 の 意 味 と理 解 す べ き だ と し

て い る。 さ ら に 「しか 」に つ い て は 以 下 の よ う に 述 べ て い る。

p.732

SHIKAistheJapanesewordequivalenttotheEnglish

`only'
.SometimesDAKEcanbetranslatedthisway,but

onlywhentheamountspecifiedisasmallamount

-一一rememberthatthetruemeaningofDAKEis`exact

amount'.Toexpresstheideaof`thisandNOTHING

ELSE',useSHIKA.

「だ け 」と 「しか 」の 用 法 の 相 違 点 を 簡 潔 明 瞭 に 述 べ 、onlyの 用 法 と異 な る

こ と を 示 した 説 明 で あ る。

4.4『 日本語の基礎』の異質性

これまで見てきたことか ら浮かび上がって くるのは、 「だ け」の扱いで

は『基礎 日本語』が他の教科書 と比べて、 きわめて異質であるとい うこと

である。松本(1927)で は限定 と少量の違いを意識 してい るようには見え

ないが、第二次大戦中に発行 されたものか らは、「だけ」は「限定」 「限度」

であることが強 く意識 されていたことがわかる。さらに戦後発行 された

教科書の多 くは、 「だけ」と「しか」の違いを理解 させ るためのさまざまな

工夫が見 られる。特にそれが顕著なのは、 日本の経済成長 と共に留学生

が徐々に増 え始 めた1970年 代か らである。

ところが、ほぼ同時期に編集された『日本語の基礎』では「限定」と「少量」

を区別するどころか、違いを無視 している。 この背景には技術研修生用

の日本語教育 という特殊 性があるのか もしれない。留学生のための 日本
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「だ け」 の 導 入 を め ぐっ て

語教育 と比べて、 きび しい時間的制約の中で行われるものであるため、

多少の不 自然 さに目をつぶる、あるいは英語 をはじめ とす る他の言語 に

置 き換えることですませる、 とい うようなや り方が背景にあるのだ と思

われる。結果 として、 日本語の「だけ」を学習者 は英語のonlyや 中国語の

「只」、あるいはタイ語のthaonanな どに相当する語だ と思い込み、誤用 に
5)

つなが って しまうことになる。

このように1970年 代にはすでにわか りやす く、丁寧な英語の説明 も行

われるようにな り、 「だけ」の指導に工夫 をこらした教材が作 られ るよう

になったにもかかわ らず、その後『日本語の基礎』をベースに開発 された

『新 日本語の基礎』や『みんなの 日本語』では、 「だけ」の教え方を改善する

とい う方向ではな く、曖味にす ます、 とで も言える方向を とった点で、

非常 に特殊な教材である。

こうした教材で 日本語教育を学んだ若手EI本 語教師が 「だけ」は「少量」

表現だ と思い込み、学習者の誤用 を増や しているとすれば、残念な こと

である。

5.時 の 少 量 表 現 を め ぐ って

2.2に 示 した よ うに、onlyは もの の数 量 だ けで な く、 時 間 の 少 なさを

表 す ことにも使われ る。前原 ・小西(2006)で は、2.5に 示 した誤 用 例 の う

ち 、

1)??私 の娘 は3歳 だ けで す 。

を 「まだ3歳 で す」と訂 正 で き る こ とに着 目し、少量表現 の一部 として 「ま

だ」を初級 の早 い段 階か ら教 え るこ とを提案 して いる。

こ こで考 えなけれ ばな らないの は、時 に関す る少量表現 には どの よ う

な ものが あるか とい う基本 的な問題 であ る。で は、時間 の短 さを表現 す

るの に、 どの よ うな表現が使 われ るので あろ うか。
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5.1時 に 関 わ る 多様 な 少量 表 現

時 に関 す る少量表現 は、 「まだ」一語 です ませ られ るような単純 な もの

ではな く、 さまざまな表現が考 え られ る。 た とえば、経過時 間の短 さを

述べ るには、次 の ような言 い方が可能 であ ろ う。

a)口 本 へ 来 て、 ま だ一一週 間 で す 。

b)日 本 へ 来 て、 た っ た一週 間 で す 。

c)日 本 へ 来 て、 ほ ん の一 週 間 で す 。

d)日 本 へ来 て、 わず か一一週 間 で す 。

e)日 本 へ来 て 、 一一週 間 に す ぎ ませ ん。

f)日 本 へ来 て 、 一 週 間 しか経 っ て い ません。

ニ ュアンス の微妙 な違 い とともに、文型 の違 い も重要 で ある ことが分か

る。 この 「一週 間」を他 の語 に置 き換 えて みた らどうな るだ ろ う。た とえ

ば、誤用例 の 「娘 は3歳 で す」で は ど うか 。a)～e)は その ま ま入 れ替 え ら

れ るが 、f)は 誤 用 とな る。

f')?娘 は3歳 に しか な りませ ん。

f冒う娘 は生 まれ て3年 しか 経 って い ませ ん 。

同 じ意 味 の こ とを、 時間の幅で はな く、 「前」をつけて過 去の一時点 と し

て述 べ る と、表現が また異なって くる。 この場合 も「3歳 」で はな く「3年

前 」とす る必 要 が あ る。

9)日 本 へ来 た の は、 つ い一週 間前 の ことです。

g'*娘 が 生 まれ た の は 、 つ い3歳 前 の こ とで す 。

つ いで なが ら、 同 じ内容 を動詞 に 「ばか り」をつ けて述 べ る ことも可能で

あ る。

h)一 週 間 前 に 日本 へ 来 た ば か りで す 。

hI)*娘 は3歳 前 に生 まれ た ばか りで す 。
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「だ け」 の導 入 を め ぐって

つ ま り、年齢 は時間 の幅 を表 す とい うよ りも、時間が経過 した到達 点 を

表 す語 なので、単純 な入れ替 えがで きないので あ る。時間 関連 の語彙 と

しては特殊 な もので あ る。

で は、 「きの う」だ った らどうな るか。 「きの う来 たばか りだ」 「つ い き

の うの ことだ」、 あるい は「日本へ来 たのは、 ほんの きの うの ことだ」とは

言 え るが、他 の言 い方で は 「一 口」を用 いな けれ ぼな らない。

所要 時間で は どうな るだ ろうか。誤用例 の3)は 「お 宅 は駅 か ら遠 い ん

で す か 。」 「??い い え 、5分 だ けで す 。」だ が 、 「まだ」を除 く、b)～f)は

可 能 で あ る。 所 要 時 間 で あれ ぼ、 「あ と5分 でで きあ が る」とい うよ うな
6}

近い将来 について も同様である。

時間の少量表現の詳細な分析は今後の課題であるが、 「まだ」で言い表

せ るものはごく0部 に過ぎないことは明 らかであ り、初級段階から導入

する必然性は乏 しい。

6.お わりに

以上見てきたように、数量を伴った「だけ」の基本的な機能 が限定表現

にあることは戦前すでに知 られていた。それは徐々に多 くの人々による

教え方の工夫の結果、教材 として 目に見える形 になってきた。英語によ

る解説 も1970年 ごろにはonlyと の違いが学習者 に容易 に理解できるも

の となったことが明 らかになった。

本研究の発端 となった前原 ・小西(2006)の 「だけ」が少量表現 として導

入され ることが一般的だ とする誤った認識は、 どうも『日本語の基礎』に

あるらしいことが調査の過程で浮かび上がって きた。初級 日本語教科書

として最 も普及 している『みんなの日本語』であるだけに、 きちん とした

文型理解 に基づいた教科書への改訂 を期待 したい。

英語のonlyを はじめとする、多 くの言語では「数量+限 定表現」は少量
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表現に使 うことができる。そのため「だけ」を安易 に外国語にあてはめる

だけでは正 しく教 えた ことにならない。先人の努力に学びなが ら、少量

表現 と限定表現の違いをきちん と学習者が理解できるような教材作 り、

教え方の工夫 をさらに進 めていかなければな らない。

【注 】

1)Much:quantitiy:koresomuch;dorehowmuch?

ar罫L,allthereare;watakushi-wa,asf。rme.

2)前 原 ・小 西(2006)は この解 説 のfewを 太 字 に し、 下 線 をつ け、 「少 な さ」の

表 現 で あ る こ とを述 べ た もの と して い るが 、 解 釈 の誤 りで あ る。

3)前 原 ・小 西(2006)は 「コー ヒー を1ぱ いだ け飲 み ま した 」を 「た くさん飲 ん だ

んで す か 。」 「い い え、1ぱ い だ けで す。」と名 詞 文 にす る こ とが で き る こ とか

ら、 「構 文 的 な もので はな い」と結 論 して い るが、 「Qだ けだ 」が ど うい う文 か

ら産 出 され た の か を見 落 と して い る。

4)2種 類 と言 い なが ら、A～Bの3種 に分 けて い る理 由 は不 明 だが、 限度 と限

定 を一つ と見 な したので あ ろ う。 山 田孝 雄 の 『日本 文 法学 概 論』(1936)で は 「だ

け」は 「限 る意 」と「程合 」を表 す とあ る。 佐 久間 鼎 の 『現 代 日本 語 法研 究 』(1940)

も 「限 る といふ 用 法 と、 程 度 を示 す とい ふ用 法 とが あ って 」と述 べ て い る。 当

時 は 「だ け」に 「限 定 」と 「程 度 」の用 法 が あ る こ とが 、 知 られ て い た の で あ る。

5)1980年 代 の初 め にタ イで 中級 ク ラス を担 当 した 時、 学 生 が 「先 生、 これ 安 い

で す よ。10バ ー ッだ け です よ。」な どと、 よ く言 って い た。何 度 直 して も、 な

か な か直 らな い の で困 った が 、 タ イ語 の干 渉 とい う よ り、 初 級 担 当者 の 教 え

方 に問題 が あ っ た のだ と思 わ れ る。

6)将 来 の こ とにつ い て述 べ る場 合 は、 「あ と5分 だ け待 って くれ」とい う よ うな

「だ け」を用 い た 限定 表 現 が 多 くな るで あ ろ う。
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